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13,337人
6.377人
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 4,831世帯
11月1日現在（外国人含む）
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　10月６日、町は島根大学と地域の活性化
と人材育成に寄与することを目的とした包
括的連携に関する協定を結びました。
　協定には「たたら製鉄などの地域資源を
活用した観光・教育・文化の振興」「奥出
雲病院を中核とした地域医療の充実」を含
む、８つの事項について連携・協力するこ
とが明記されました。
　服部泰直学長は「町と大学の活性化につ
なげるため、町民の皆さんには学生の温か
い受け入れをお願いしたい」と話されまし
た。

　

山
陰
で
古
い
歴
史
を
も
つ
競
技
大
会

の
ひ
と
つ
「
仁
多
郡
陸
上
競
技
大
会
」

の
第
１
０
０
回
記
念
大
会
が
10
月
９
日

に
三
成
陸
上
競
技
場
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

大
正
３
年
に
三
成
八
幡
神
社
境
内
広

場
で
開
催
さ
れ
て
か
ら
、
営
々
と
受
け

継
が
れ
、
歴
史
と
伝
統
あ
る
大
会
に
発

展
し
ま
し
た
。

　

１
０
０
回
大
会
の
記
念
行
事
と
し

て
、
こ
れ
ま
で
大
会
発
展
に
尽
力
さ
れ

た
方
々
８
名
に
対
し
、
特
別
功
労
者
表

彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
度
「
優
れ
た
教
育
活
動
表

彰
」
（
島
根
県
教
育
委
員
会
表
彰
）

を
、
奥
出
雲
町
小
学
校
自
然
体
験
実
行

委
員
会
が
受
賞
し
、
11
月
１
日
に
松
江

市
の
サ
ン
ラ
ポ
ー
む
ら
く
も
で
表
彰
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
賞
は
、
県
内
の
学
校
な
ど
が
行

っ
た
優
れ
た
教
育
活
動
に
対
し
て
贈
ら

れ
る
も
の
で
、
奥
出
雲
町
で
は
、
平
成

24
年
度
か
ら
町
内
の
小
学
校
５
年
生
を

対
象
に
吾
妻
山
キ
ャ
ン
プ
場
を
利
用
し

た
２
泊
３
日
の
自
然
体
験
活
動
を
実
施

し
て
お
り
、
こ
の
活
動
が
優
れ
た
教
育

活
動
と
し
て
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

10
月
７
日
、
横
田
畜
産
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
今
年
度
第
２
回
目
の
肉
用
子
牛

共
進
会
が
開
催
さ
れ
、
町
内
の
畜
産
関

係
者
な
ど
約
１
５
０
人
が
集
ま
り
ま
し

た
。

　

町
内
９
地
区
な
ど
か
ら
23
頭
の
出
品

が
あ
り
、
審
査
員
に
よ
っ
て
個
体
審

査
、
比
較
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
共
進
会
の
上
位
入
選
牛
10
頭
が
、

11
月
11
日
に
松
江
市
で
開
催
さ
れ
る
島

根
中
央
子
牛
共
進
会
に
奥
出
雲
町
を
代

表
し
て
出
品
さ
れ
ま
す
。

　糸原さんは、平成11年12月旧横田町教育
委員会教育委員に就任、合併後も引き続き
奥出雲町教育委員会教育委員に就任され、
平成27年５月に退任されるまで15年４か月
の永きにわたり教育委員を務められました。
　この間、平成14年12月から平成15年12月、
平成24年５月から平成27年５月の４年間、
教育委員長の要職を歴任され、本町教育行
政の充実発展に多大な貢献をされました。
　このたび、こうした功績が認められ、地
方教育行政功労者として大臣表彰を受けら
れました。

　病院の業務や医療に関する理解を深めても
らおうと、第10回奥出雲病院祭が10月15日、
奥出雲病院と奥出雲健康センターで開催され
ました。
　会場では、病院各部署の活動紹介や疾病予
防に関するパネル展示、健康チェックや健康
相談ができる「まちの保健室」、笑い療法士
や鈴木賢二院長による講演会のほか、「歌謡
舞踊の会」による舞の披露が行われました。 
 会場には多くの人が訪れ、楽しみながら医
療や自身の健康などについて関心を深めてい
ました。

　

ま
た
、
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
五
輪
の

陸
上
男
子
４
×
１
０
０
ｍ
リ
レ
ー
銀
メ

ダ
リ
ス
ト
の
桐
生
祥
秀
選
手
、
同
４
０

０
ｍ
な
ど
に
出
場
し
た
ウ
ォ
ル
シ
ュ
・

ジ
ュ
リ
ア
ン
選
手
、
東
洋
大
学
陸
上
部

コ
ー
チ
の
土
江
寛
裕
さ
ん
、
三
沢
地
区

出
身
の
松
原
健
太
選
手
（
ト
ヨ
タ
自
動

車
）
を
特
別
招
待
し
、
地
元
の
方
々
と

交
流
を
深
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

桐
生
選
手
と
ウ
ォ
ル
シ
ュ
選
手
は
、

小
学
校
４
〜
６
年
男
女
１
０
０
ｍ
の
優

勝
者
６
人
と
の
１
０
０
ｍ
特
別
レ
ー
ス

に
出
場
し
、
ハ
ン
デ
ィ
を
設
け
た
も
の

の
、
あ
っ
と
い
う
間
に
小
学
生
を
追
い

抜
き
、
会
場
を
大
い
に
盛
り
上
げ
ま
し

た
。

　今年度は、奥出雲町まちじゅう文化祭（通
称おくかるフェスタ）として、10月15日から
11月20日という長期間で開催されました。
　町民体育館での作品展示を皮切りに、多彩
なイベントが行われ、多くの人が芸術や文化
に触れる機会となりました。
　11月３日にカルチャープラザ仁多で行われ
た芸能音楽祭では、文化協会加盟団体や島根
民団韓国舞踊の会などによる歌や踊り、演奏
が披露され、会場は大いに盛り上がりました。

順
位

各
号

出
品
者

支
部

特
選
賞
首
席

特
選
賞
２
席

特
選
賞
３
席

と
し
ひ
か
り
11

た
か
は
じ
め

み
う
３

森
田
正
寿

岸
本
光
吉

農
業
公
社

第
２
繁
殖
育
成
セ
ン
タ
ー

横
田

三
成

男子５千ｍに出場された松原選手

第
１
０
０
回
記
念
仁
多
郡
陸
上
競
技
大
会

第
１
０
０
回
記
念
仁
多
郡
陸
上
競
技
大
会

優
れ
た
教
育
活
動
表
彰
を
受
賞

優
れ
た
教
育
活
動
表
彰
を
受
賞

第
２
回
肉
用
子
牛
共
進
会
を
開
催

第
２
回
肉
用
子
牛
共
進
会
を
開
催

糸原直子さんまちの保健室で健康チェック

参加者共同製作によるオロチが
来場者を迎えた仁多会場入口

地域と共に歩む病院を目指して地域と共に歩む病院を目指して おめでとうございますおめでとうございます

署名後、握手を交わす服部学長（左）と勝田町長

いつもと違う文化祭いつもと違う文化祭 島根大学と包括的協定の締結島根大学と包括的協定の締結

快走で観衆を沸かした桐生選手とウォルシュ選手

首席の「としひかり11」号

表
彰
を
受
け
た
奥
出
雲
町
小
学
校
自
然
体
験
実
行
委
員
会

仁
多
地
域
代
表
　
亀
嵩
小
学
校 

飯
塚
校
長（
左
）と

横
田
地
域
代
表
　
八
川
小
学
校 

岸
本
校
長（
右
）

奥出雲病院祭の開催 糸原直子さん(大谷)文部科学大臣表彰

奥出雲町芸術文化祭“おくかるフェスタ”の開催
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受賞された方々

仁
多
米
ブ
ラ
ン
ド
特
別
賞

　
　
　
　
　
　
（
荷
受
戸
数
４
９
１
点
）

　

最
優
秀
賞 

久
村　

喜
治
さ
ん（
横
田
）

　

優
秀
賞 

藤
原　

耕
治
さ
ん（
横
田
）

　

優
良
賞 

藤
原　

光
則
さ
ん（
阿
井
）

※
仁
多
米
ブ
ラ
ン
ド
特
別
賞

　

今
年
度
、
仁
多
郡
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
に
出
荷
さ
れ
た
コ
シ
ヒ
カ

リ
を
対
象
と
し
、
審
査
基
準
は
、
①

堆
肥
施
用　

②
食
味
値　

③
整
粒
歩

合　

④
荷
受
重
量
の
４
項
目
を
総
合

評
価
し
、「
売
れ
る
仁
多
米
」
と
し
て
、

上
位
３
名
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

　10月22日、松江市宍道町の島根中央家畜
市場で平成28年度島根県種畜共進会が開催
されました。
　奥出雲町を代表して、肉用種牛の部に７
頭、乳用種牛の部に３頭が出品され、佐藤
治巳さん（亀嵩）の出品牛「やどてるふ
じ」号が肉用種牛・第３区若雌牛で首席に
なり、グランドチャンピオンも獲得されま
した。
　また、他の出品牛も多く上位入賞を果た
し、奥出雲町の名声を高めました。
　これからも地域をあげて優良牛の飼養頭
数の確保に取り組んで参ります。

　10月25日、松江市宍道町の島根中央家畜市
場で第11回全国和牛能力共進会第５区繁殖雌
牛群の島根県代表地区選抜会が開催されまし
た。
　出品条件をクリアした４頭１群で、斉一性
や体積が優れた群を出品した地区が、島根県
の代表地区となります。
　奥出雲町からは６頭が出品され、雲南市・
大田市と代表を争い、見事に県代表地区に選
ばれました。
　来年９月に宮城県で開催される第11回全国
和牛能力共進会に向けて、更に磨きをかけて
いくことになります。

　ＪＲ木次線は大正５年10月、簸上鉄道
（株）として宍道～木次間を開業してから、
今年で１００周年を迎えました。
　これを記念して、10月８日、木次線開業
１００周年記念事業実行委員会（委員長：
勝田町長）主催の記念式典がＪＲ木次駅で
開催されました。
　トロッコ列車「奥出雲おろち号」の出発
合図では、記念ヘッドマークを付けたおろ
ち号の出発を多くの来場者が手や旗を振り
ながら見守りました。

　10月16日、さくらおろち湖のボート競技施
設をメイン会場とした『尾原ダム・さくらお
ろち湖まつり2016』が開催されました。当日
は約2,000人が会場を訪れ、奥出雲をはじめ
とする地元産グルメやステージイベントを楽
しみました。
　地域おこし協力隊員が開催したペットボト
ルロケット製作・発射体験には約40人が参加
しました。完成したロケットを湖面に向けて
発射すると、きれいな弾道を描いたり、回転
しながら飛んで行ったりと、それぞれの個性
が現れていました。

　

私
た
ち
は
、
ス
サ
ノ
オ
の
ヤ
マ
タ
ノ

オ
ロ
チ
退
治
神
話
の
世
界
を
、
神
楽
を

通
じ
て
体
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

出
雲
地
方
で
は
、
こ
の
神
話
に
登
場
す

る
ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ
を
砂
鉄
採
取
の
影

響
で
氾
濫
す
る
川
に
な
ぞ
ら
え
、
退
治

し
た
オ
ロ
チ
か
ら
取
り
出
さ
れ
た
剣
を

製
鉄
の
象
徴
に
、
イ
ナ
タ
ヒ
メ
は
砂
鉄

採
取
の
跡
地
に
拓
か
れ
た
稲
田
に
見
立

て
、
「
た
た
ら
製
鉄
の
歴
史
」
と
重
ね

合
わ
せ
な
が
ら
語
り
継
い
で
き
ま
し

た
。
こ
の
神
話
は
、
神
代
の
時
代
か
ら

た
た
ら
製
鉄
が
こ
の
地
域
の
生
活
や
文

化
と
切
り
離
す
こ
と
の
で
き
な
い
も
の

で
あ
っ
た
こ
と
を
表
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
ス
サ
ノ
オ
の
ヤ
マ
タ
ノ

オ
ロ
チ
退
治
神
話
の
世
界
を
、
神
楽
を

通
じ
て
体
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

出
雲
地
方
で
は
、
こ
の
神
話
に
登
場
す

る
ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ
を
砂
鉄
採
取
の
影

響
で
氾
濫
す
る
川
に
な
ぞ
ら
え
、
退
治

し
た
オ
ロ
チ
か
ら
取
り
出
さ
れ
た
剣
を

製
鉄
の
象
徴
に
、
イ
ナ
タ
ヒ
メ
は
砂
鉄

採
取
の
跡
地
に
拓
か
れ
た
稲
田
に
見
立

て
、
「
た
た
ら
製
鉄
の
歴
史
」
と
重
ね

合
わ
せ
な
が
ら
語
り
継
い
で
き
ま
し

た
。
こ
の
神
話
は
、
神
代
の
時
代
か
ら

た
た
ら
製
鉄
が
こ
の
地
域
の
生
活
や
文

化
と
切
り
離
す
こ
と
の
で
き
な
い
も
の

で
あ
っ
た
こ
と
を
表
し
て
い
ま
す
。

　

安
来
市
広
瀬
町
に
は
鉄
の
女
神
様

「
金
屋
子
神
」
を
祀
る
金
屋
子
神
社
の

総
本
社
が
あ
り
ま
す
。
金
屋
子
神
は
現

在
の
兵
庫
県
か
ら
シ
ラ
サ
ギ
に
乗
っ
て

広
瀬
町
西
比
田
に
や
っ
て
来
て
、
こ
の

地
に
た
た
ら
の
技
を
伝
え
ま
し
た
。

人
々
は
金
屋
子
神
に
お
参
り
し
、
製
鉄

や
鍛
冶
な
ど
の
仕
事
の
成
功
を
祈
っ
て

き
ま
し
た
。
た
た
ら
製
鉄
が
盛
ん
で
あ

っ
た
江
戸
時
代
か
ら
明
治
時
代
に
は
、

中
国
山
地
を
は
じ
め
大
阪
、
四
国
、
九

州
で
も
信
仰
さ
れ
ま
し
た
。
金
屋
子
神

社
の
鳥
居
や
灯
籠
に
は
各
地
の
信
仰
者

の
名
前
が
刻
ま
れ
て
お
り
、
信
仰
の
広

が
り
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
一

方
、
金
屋
子
神
に
は
興
味
深
い
エ
ピ
ソ

ー
ド
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。
例
え

ば
、
好
物
で
あ
る
ミ
カ
ン
を
い
た
だ
く

と
、
無
病
息
災
で
過
ご
せ
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

安
来
市
広
瀬
町
に
は
鉄
の
女
神
様

「
金
屋
子
神
」
を
祀
る
金
屋
子
神
社
の

総
本
社
が
あ
り
ま
す
。
金
屋
子
神
は
現

在
の
兵
庫
県
か
ら
シ
ラ
サ
ギ
に
乗
っ
て

広
瀬
町
西
比
田
に
や
っ
て
来
て
、
こ
の

地
に
た
た
ら
の
技
を
伝
え
ま
し
た
。

人
々
は
金
屋
子
神
に
お
参
り
し
、
製
鉄

や
鍛
冶
な
ど
の
仕
事
の
成
功
を
祈
っ
て

き
ま
し
た
。
た
た
ら
製
鉄
が
盛
ん
で
あ

っ
た
江
戸
時
代
か
ら
明
治
時
代
に
は
、

中
国
山
地
を
は
じ
め
大
阪
、
四
国
、
九

州
で
も
信
仰
さ
れ
ま
し
た
。
金
屋
子
神

社
の
鳥
居
や
灯
籠
に
は
各
地
の
信
仰
者

の
名
前
が
刻
ま
れ
て
お
り
、
信
仰
の
広

が
り
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
一

方
、
金
屋
子
神
に
は
興
味
深
い
エ
ピ
ソ

ー
ド
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。
例
え

ば
、
好
物
で
あ
る
ミ
カ
ン
を
い
た
だ
く

と
、
無
病
息
災
で
過
ご
せ
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

優
れ
た
技
術
に
基
づ
い
た
た
た
ら
製
鉄
は
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
の
中
で
重
要
な
産

業
で
あ
り
続
け
て
き
ま
し
た
。
そ
の
技
と
歴
史
の
始
ま
り
は
「
ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ
神

話
」
と
鉄
の
神
様
「
金
屋
子
神
」
の
神
話
に
よ
っ
て
彩
ら
れ
て
い
ま
す
。

か
な
や
ご

は
ん
ら
ん

か
み
よ

か
み
よ

　

米
生
産
者
の
皆
様
か
ら
は
、
１
３
４

点
の
米
を
ご
出
品
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
厳
正
な
審
査
の
結

果
、
次
の
方
々
が
各
部
門
で
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。
今
後
と
も
、
生
産
農
家
の
皆

様
に
は
高
品
質
で
良
食
味
の
仁
多
米
生

産
に
努
め
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

う
る
ち
米
の
部（
出
品
数
１
０
１
点
）

　

最
優
秀
賞 

大
坂　

茂
さ
ん（
三
沢
）

　

優
秀
賞 

景
山　

和
広
さ
ん（
三
成
）

 

糸
原　

良
一
さ
ん（
横
田
）

　

優
良
賞　
 

若
槻　

康
春
さ
ん（
亀
嵩
）

 

（
農
）三
森
原（
八
川
）

 

加
納　

篤
さ
ん（
馬
木
）

も
ち
米
の
部（
出
品
数
24
点
）

　

最
優
秀
賞 

内
田　

芳
幸
さ
ん（
布
勢
）

　

優
秀
賞 

（
農
）く
び
す（
亀
嵩
）

　

優
良
賞 

藤
原　

恒
子
さ
ん（
阿
井
）

 

糸
原　

功
さ
ん（
八
川
）

酒
米
の
部（
出
品
数
９
点
）

　

最
優
秀
賞 

石
原　

吉
德
さ
ん（
八
川
）

　

優
秀
賞 

影
山　

豊
幸
さ
ん（
阿
井
）

　

優
良
賞 

米
原　

茂
利
さ
ん（
亀
嵩
）

県代表に選出された６頭 グランドチャンピオンになった「やどてるふじ」号

湖面に飛んでいくペットボトルロケット 多くの来場者に見守られ出発

第11回全国和牛能力共進会に向けて第11回全国和牛能力共進会に向けて 平成28年度島根県種畜共進会平成28年度島根県種畜共進会

尾原ダム・さくらおろち湖まつり2016尾原ダム・さくらおろち湖まつり2016 木次線開業１００周年を迎える木次線開業１００周年を迎える

ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ
神
話
と

　

た
た
ら
製
鉄　

 

出
雲
神
楽

鉄
の
神
様
を
祀
る

　
　
　
　
　
　

金
屋
子
神
社

鉄
の
神
様
を
祀
る

　
　
　
　
　
　

金
屋
子
神
社

連
載
そ
の
３
：
神
々
が
伝
え
る
た
た
ら
製
鉄

日
本
遺
産
出
雲
國
た
た
ら
風
土
記

〜
鉄
づ
く
り
千
年
が
生
ん
だ
物
語
〜

ま
つ

平
成
28
年
度
奥
出
雲
町

　
　
　
　
　 

良
質
米
品
評
会

平
成
28
年
度
奥
出
雲
町

　
　
　
　
　 

良
質
米
品
評
会
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役
場
か
ら
の
お
知
ら
せ

役
場
か
ら
の
お
知
ら
せ

◆啓発活動重点目標◆
　みんなで築こう　人権の世紀
　　～考えよう　相手の気持ち　未来へつなげよう　違いを認め合う心～

新仁多庁舎が完成し、下記のとおり移転します。

業務開始日 平成２８年１２月５日（月曜日）午前８時３０分～
新 所 在 地  〒699-1511　仁多郡奥出雲町三成358番地１（旧仁多庁舎後ろ）
 ※住所の変更はありません
 １階　町民課・健康福祉課（健康づくり推進Ｇ含む）・出納課
 ２階　福祉事務所・農業振興課・農業委員会・農業公社・地域振興課
 ３階　総務課・財産管理室・企画財政課・観光推進課
電 話 番 号  代表電話 ０８５４－５４－１２２１ （変更ありません）
 各課等の電話番号（変更ありません）

　　新仁多庁舎完成に伴い、健康センターの健康福祉課健康づくり推進グループは仁多庁舎１
　階へ移転します。そのため、以下の通り一部電話番号等が変更になります。
　　　電話番号 ０８５４－５４－２７８１（変更ありません）
　　　情報番号 ３１－５１４１・３１－５１４２・３１－５１４３・３１－５１４４

※平成２９年３月までは、旧庁舎等の解体工事・車寄せ工事・外構工事のため、正面玄関が使用で
きず、下記図面に示す庁舎東側出入口をご利用下さい。大変ご不便をおかけしますが、町民の皆様
の安全対策を最優先に進めていきますので、ご理解ご協力をお願いいたします。
【お問い合わせ先】役場財産管理室　情報３１－５２３０／電話５４－２５３０

仁多庁舎移転のお知らせ仁多庁舎移転のお知らせ

　昭和２３年１２月１０日国際連合総会で世界人権宣言が採択されて以来、国連ではこれを記念し
て、毎年１２月１０日を「人権デー」と定めています。わが国ではこの日を最終日とする１週間を「人
権週間」と定め、広く住民の方々に向けて人権尊重のための啓発活動を行うこととしています。
　私たち一人ひとりが人権を尊重することの大切さを正しく認識し、明るく豊かな住みよい社会を
つくりましょう。期間中奥出雲町においても様々な活動を予定しています。

～　特設人権相談所を開設します　～
　これは人権問題ではないかと感じたこと、悩みごとや困りごとの相談に人権擁護委員が応じま
す。相談は無料で秘密は厳守されますので、お気軽にご相談ください。
【日　時】平成２８年１２月２日（金）午後１時～午後４時
【会　場】カルチャープラザ仁多及び横田コミュニティセンター
　　　　　　　　　　　　　【お問い合わせ先】町民課町民グループ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　有線：３１－５１０５／電話：５４－２５１０

人権週間が始まります
12月４日～10日

人権イメージキャラクター
人KENあゆみちゃん

人権イメージキャラクター
人KENまもる君

北

財産管理室　　　 総務課

観光推進課　企画財産課

町民課

出納課　　　健康福祉課 福祉事務所

農業振興課・農業委員会・農業公社　地域振興課
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役
場
か
ら
の
お
知
ら
せ

ア
イ
ヌ
の
方
々
か
ら
の
様
々
な

　
　

  

ご
相
談
を
お
受
け
し
ま
す

　

日
常
で
お
困
り
の
こ
と
、
嫌
が
ら

せ
、
差
別
な
ど
何
で
も
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

☎
相
談
専
用
電
話

　

０
１
２
０
‐
７
７
１
‐
２
０
８

○
相
談
無
料
○
匿
名
可
○
秘
密
厳
守

◆
受
付

　

月
〜
金
曜
日
（
※
祝
日
、
12
月
29

　

日
〜
１
月
３
日
を
除
く
）

◆
時
間

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

◆
実
施
者

みんなの掲示板みんなの掲示板

　

（
公
財
）
人
権
教
育
啓
発
推
進
セ

　

ン
タ
ー

し
ま
ねｗｅ
ｂ
モ
ニ
タ
ー
募
集
中

　

島
根
県
で
は
、
県
政
に
対
す
る
県

民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聴
き
す

る
た
め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ

て
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
て
い
た
だ
く

「
し
ま
ね
ｗ
ｅ
ｂ
モ
ニ
タ
ー
」
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

◆
活
動
内
容

　

年
10
回
程
度
、
県
政
の
課
題
な
ど

か
ら
選
定
し
た
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
実
施
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
に
パ
ソ
コ
ン
か
ら
回
答

◆
応
募
資
格

　

県
内
在
住
で
満
15
歳
以
上
、
電
子

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
持
ち
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
（
携
帯
電
話
を
の
除
く
）
か

ら
日
本
語
で
回
答
で
き
る
方

◆
応
募
方
法

　

県
公
聴
広
報
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
し
ま
ね
ｗ
ｅ
ｂ
モ
ニ
タ
ー
」
か
ら

応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

※
ご
応
募
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま

　

す
。

※
年
間
の
回
答
回
数
に
応
じ
て
記
念

　

品
を
お
贈
り
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

県
公
聴
広
報
課

　

☎
０
８
５
２
‐
２
２
‐
６
５
０
１

　町では、高齢者の方々が自ら活動に参加し、主体的に介護予防の取組みが実施されるような地
域活動に対し活動費を助成します。下記の対象で活動費が必要な団体は、奥出雲町地域包括支援
センターまでご相談ください。
●対象となる活動は？
　運動器の機能向上を目的とした体操や運動（例：健康体操・セラバンド体操・ストレッチ体操・
　ペタンク・ウォーキングなど、その他介護予防につながるもの）
　週１回以上開催し、年間通算して40回以上行っていること
　開催時間は１時間以上とすること
●対象となる団体は？
　65歳以上の町民が５人以上で構成された団体であること
　（65歳以上の町民が5人以上加入していれば、
　65歳以下が参加していても可）
●対象となる経費は？
　会場使用料、講師料、体操や運動に必要な消耗品費などが対象。
　限度額は、１回の65歳以上の参加者数が５人から19人以下は年額２万５千円。
　20人以上は年額５万円。
※申し込みには申請書など書類を提出
　する必要があります。

ご本人
・人と話すのが苦手で外出できない
・ひきこもりから抜け出すために、どうしたら
　よいかわからない
・就労ができない

ご家族
・子どもがひきこもりかもしれない
・子どもにどう接したらいいかわからない
・将来が不安でたまらない

上記のような悩み・
　　　　　　つらい気持ちを抱えておられる方
　誰かに話してみませんか。

　住民基本台帳カードの電子証明書は、有効期間満了日まで利用可能ですが、有効期間満了後は
更新することができません。電子証明書を希望される方は、マイナンバーカードの交付（無料）
の申請が必要になります。
　マイナンバーカード申請から交付まで、１ヶ月以上時間を要します。平成２８年分の確定申告
で電子証明書を利用する場合は、早期に申請をお願いします。
　★マイナンバーカード交付申請書について
　　　通知カードに添付の交付申請書を使って郵送してください。
　　　ただし、平成２７年１０月５日以降住所・氏名が変更になった方は、通知カードに添付の
　　交付申請書は使えません。町民課又は横田庁舎税務課窓口で交付申請書を入手し郵送してく
　　ださい。
　　　郵送先：〒219-8730　　日本郵便株式会社　川崎東郵便局　郵便私書箱第２号
　　　　　　　　地方公共団体情報システム機構　個人番号カード交付申請書受付センター

　　平成２９年３月３１日までに住民基本台帳カードの電子証明書の有効期間が満了する方に
　は、地方公共団体情報システム機構からお知らせ葉書が届いています。
　
　＜お問い合わせ＞　　奥出雲町役場町民課：５４－２５１０　有線：３１－５１０３

地域での介護予防の取組みを応援します！
～自治会等で集まって行う体操などの介護予防の取組みに活動費を助成します～

～ひとりで悩まず、まずはお気軽にご相談ください～
ひきこもりとは・・・
　学校や職場などに行かず、家族以外の人と親
しい関係がない状態が6か月以上続いている場
合をいいます。
　買い物には外出できる方から、ほとんど自分の
部屋で過ごしている方まで、同じひきこもりと言って
も、人によってその状態は様々です。

✿ひきこもりは、ご本人の「甘え」や「怠け」によっ
　てなるものでも、ご家族の「育て方の問題」によ
　ってなるものでもありません。ひきこもりはストレス
　から身を守る一つの方法ではありますが、
　　・うつ病や統合失調症といった精神疾患
　　・発達障がいや知的障がい
　などが関係している場合もあります。

島根県ひきこもり支援センター
＜ひきこもり相談・面接＞
　島根県立心と体の相談センター
　松江市東津田町1741-3
　いきいきプラザ島根2階
　電話 0852-21-2885  FAX 0852-32-5924
＜心の健康相談（精神保健）＞
　雲南保健所　心の健康係
　電話 0854-42-9642

奥出雲町のひきこもり相談窓口
生活困窮者自立相談支援窓口

奥出雲町福祉事務所
　電話 54‐2541　　有 線 31-5376
　FAX 54‐2030
※生活相談、医療的支援、就学・就労支援など
　相談の内容に応じて、関係機
　関と連携して支援を行います。

【問合せ・申し込み先】
奥出雲町役場  仁多庁舎  1階  地域包括支援センター
電話：0854-54-2512　　有線：31-5132

自治会で集まって体操などした
いけど、どんな体操をしたらいい
のか・・・などの相談も承ります。

住民基本台帳カードをお持ちの方へ住民基本台帳カードをお持ちの方へ
～電子証明書の有効期間の満了の確認をお願いします～～電子証明書の有効期間の満了の確認をお願いします～
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税
金
・
使
用
料
な
ど
公
共
料
金
の

  

11
月
分
の
口
座
振
替
は

    

11
月
30
日（
水
）で
す
。

〜
口
座
振
替
の
お
知
ら
せ
〜

今
回
の
振
替
は
次
の
13
項
目
で
す
。

　

○
国
民
健
康
保
険
税（
第
8
期
）

　

○
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　

○
情
報
通
信
使
用
料

　

○
簡
易
水
道
使
用
料

　

○
下
水
道
使
用
料

　

○
保
育
料

　

○
住
宅
使
用
料

　

○
住
宅
駐
車
場
使
用
料

　

○
住
宅
共
益
費

　

○
老
人
ホ
ー
ム
入
所
費
用
等
徴
収
金

　

○
訪
問
看
護
利
用
料

　

○
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料

　

○
介
護
老
人
保
健
施
設
利
用
料

＊
納
税
通
知
書
等
で
金
額
を
ご
確
認
い
た
だ

　

き
、
今
一
度
通
帳
残
高
を
お
確
か
め
い
た

　

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
下
水
道
使
用
料
金（
公
共・農
集・合
併
）

に
つ
い
て

◎
使
用
人
数
の
変
更
（
転
入
・
転

出
・
出
生
・
死
亡
）
が
あ
っ
た
場
合

は
、
速
や
か
に
役
場
水
道
課
へ
届
出

を
提
出
し
て
下
さ
い
。
使
用
人
数
に

よ
っ
て
使
用
料
金
が
変
わ
り
ま
す
。

税
関
で
は
通
貨・証
券
な
ど
を

　
　
　
　

 

お
返
し
し
て
い
ま
す

　

税
関
で
は
、
終
戦
当
時
に
本
邦
へ

引
き
上
げ
ら
れ
た
方
が
預
け
ら
れ
た

通
貨
・
証
券
な
ど
を
お
返
し
し
て
い

ま
す
。

　

返
還
の
申
し
出
は
、
ご
本
人
ば
か

り
で
は
な
く
、
ご
家
族
の
方
で
も
結

構
で
す
。
お
心
あ
た
り
の
あ
る
方
は

左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

境
税
関
支
署

　

☎
０
８
５
９
‐
４
２
‐
２
２
２
８

年
末
ジ
ャ
ン
ボ
し
ま
ね
企
業
博

                  

開
催
の
お
知
ら
せ

　

島
根
県
内
企
業
の
採
用
担
当
者
に

よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を

行
い
ま
す
。

◆
日
時

　

12
月
28
日
（
水
）
10
時
半
〜

◆
場
所

　

く
に
び
き
メ
ッ
セ

◆
対
象
者

　

大
学
、
短
大
、
高
専
、
専
修
学
校

等
に
在
学
中
の
方
（
私
服
参
加
）

◆
問
い
合
わ
せ

　

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
し
ま
ね

　

☎
０
８
５
２
‐
２
８
‐
０
６
９
４

境
界
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
を
解
決

　
　
　
　
筆
界
特
定
制
度

　

土
地
の
境
界
ト
ラ
ブ
ル
で
お
困
り

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
法
務
局
が

行
っ
て
い
る
「
筆
界
特
定
制
度
」
を

活
用
す
れ
ば
、
裁
判
を
し
な
く
て
も

境
界
ト
ラ
ブ
ル
を
早
期
に
安
価
で
解

決
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

松
江
地
方
法
務
局

　

地
図
整
備
・
筆
界
特
定
室

　

☎
０
８
５
２
‐
３
２
‐
４
２
２
２

放
送
大
学

　
　

 

４
月
生
募
集
の
お
知
ら
せ

　

放
送
大
学
で
は
平
成
29
年
度
第
１

学
期
（
４
月
入
学
）
の
学
生
を
募
集

中
で
す
。

　

出
願
期
間
は
、
第
１
回
が
２
月
28

日
ま
で
、
第
２
回
が
３
月
20
日
ま

で
。
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
放
送
大
学
島
根
学

習
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
請
求
下
さ
い
。

放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
受
け

付
け
て
お
り
ま
す
。

○
入
学
説
明
会
・
相
談
会

◆
日
時

　

12
月
18
日
（
日
）

　

13
時
〜
14
時
半

◆
場
所

　

出
雲
中
央
図
書
館
２
階
会
議
室

◆
問
い
合
わ
せ

　

放
送
大
学
島
根
学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
８
５
２
‐
２
８
‐
５
５
０
０

新
着
図
書
案
内

奥
出
雲
町

　
　
図
書
館

カ
ル
プ
ラ
仁
多
図
書
室　
☎
５
４‐

３
０
１
３

横
田
コ
ミ
セ
ン
図
書
室　
☎
５
２‐

２
０
２
２

カ
ル
プ
ラ
仁
多
図
書
室

『
校
閲
ガ
ー
ル
』 

宮
木　

あ
や
子 

著

『
蜂
蜜
と
遠
雷
』 

恩
田　
　

陸 

著

『
リ
ピ
ー
ト
』  

乾　

く
る
み 

著

『「
子
供
を
殺
し
て
く
だ
さ
い
」と
い
う
親
た
ち
』 

押
川　

剛 

著

『
謝
罪
大
国
ニッ
ポ
ン
』　     

中
川　

淳
一郎 

著

『
十
二
支
の
お
も
ち
つ
き
』

す
と
う　

あ
さ
え 

作

『
た
の
し
い
ひ
っ
こ
し
』      

岡
田　

よ
し
た
か 

作

横
田
コ
ミ
セ
ン
図
書
室

『
ま
こ
と
の
華
姫
』 

畠
中　
　

恵 

著

『
ブ
ラ
タ
モ
リ
』１
、２NH

K
ブ
ラ
タ
モ
リ
制
作
班 

編

『
地
豆
の
料
理
』　　
　
　

 

伊
藤　

美
由
紀 

著

『
十
二
人
の
死
に
た
い
子
ど
も
た
ち
』 

 

冲
方　
　

丁 

著

『<

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト>

の
次
に
来
る
も
の
』 

ケ
ヴ
ィ
ン 

ケ
リ
ー 

著

『
き
ょ
う
は
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
』     

平
山　

暉
彦 

さ
く

『
落
語
少
年
サ
ダ
キ
チ
』　     

田
中　

啓
文 

作

12
月
の
休
室
日

日
曜
、
月
曜
、
祝
日

         

27
日
（
月
末
休
室
）

12
/
28
日
〜
１
月
4
日

      

【
年
末
、
年
始
休
室
】

12
月
の
休
室
日

日
曜
、
祝
日

         

27
日
（
月
末
休
室
）

12
/
28
日
〜
１
月
4
日

      

【
年
末
、
年
始
休
室
】

→
斉
藤　

倫
∥
文
・
小
池　

ア
ミ
イ
ゴ
∥
絵

福
音
館
書
店　

刊

　来る日も来る日も海を眺める灯台は、旅
する渡り鳥のことを、うらやましく思って
いました。でも、ある嵐の夜、灯台は気が
つきます。自分のいる場所のこと、なすべ
きことを…（出版社紹介より記載）
　福音館書店から読み物『どろぼうのどろ
ぼん』や『せなか町から、ずっと』を発表
されている詩人の斉藤倫さんの初の絵本で
す。淡々と綴られていることばに、温かい
まなざしを感じます。心癒される絵本で
す。

‐今月のピックアップ ‐‐今月のピックアップ ‐

　
「
み
ん
な
の
掲
示
板
」
で
は
、

町
民
の
皆
様
の
掲
示
板
と
し
て
活

用
い
た
だ
く
よ
う
、
イ
ベ
ン
ト
情

報
や
各
種
募
集
な
ど
様
々
な
情
報

を
募
集
し
ま
す
。

　
掲
載
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
役

場
総
務
課
総
務
グ
ル
ー
プ
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
電
話
54
‐
２
５
０
５

　
有
線
31
‐
５
２
２
５

　
な
お
、
内
容
に
よ
っ
て
は
掲
載

を
お
断
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

広報カメラ記録

鳥上・追谷地区でイルミネーションイベント
「たたらの灯」が開催されています。鉄穴流し
跡に造られた棚田のライトアップは幻想的で
す。この日は空を見上げると、無数の星も見
ることができました。
◆たたらの灯
　開催期間：平成28年11月５日～12月４日
　　　　　  毎週土曜日、17時～21時
　協力金：２００円（追谷地区の環境保全並び
　　　　  に今後の活動費として）



７，８ヶ月児健診（H28年４月・５月生）
10，11ヶ月児健診（H28年１月・２月生）
出張年金相談（役場横田庁舎）10:00～15:30
古紙回収（鳥上、横田）

オレンジカフェ（永生クリニック）
天皇誕生日
三井野原スキー場開き
古紙回収（三成、亀嵩）

官庁仕事納め

仁多乃炎太鼓年越し演奏（仁多土木事務所前広場）
剣道年越稽古会

木

金
土
日
月
火
水
木

金

土
日
月
火
水
木
金

土

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

木

金

土
日
月
火
水
木
金

土

日

月

火

水

１歳６ヶ月児健診（Ｈ27年４月・５月生）

古紙回収（八川、馬木）

こころの健康相談日（奥出雲健康ｾﾝﾀｰ）
胸部ＣＴ検査（仁多地域）

素読論語「仁多志学塾」（多根自然博物館）
乳がん検診（仁多地域）
特定健康診査（奥出雲健康センター）
古紙回収（布勢、阿井、三沢）

結婚相談所（社協仁多事務所）10:00～12:00
日曜納付相談（役場横田庁舎）9：00～12:00

健康・栄養相談日
※栄養相談は要予約

胸部ＣＴ検査（仁多地域）
結婚相談所（社協仁多事務所）10:00～12:00 
大腸がん検診（奥出雲健康センター）

乳がん検診（仁多地域）
特設人権相談（ｶﾙﾁｬｰﾌﾟﾗｻﾞ仁多、横田ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ）
13：00～16：00
出張年金相談（役場仁多庁舎）10:00～15:30

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

12 の行事予定月

■
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